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	１．はじめに
	NC旋盤とは、汎用旋盤に数値制御装置（NC装置）を組み込んだ装置である（図1）。NC旋盤の特徴として、プログラムを用いた自動加工、高い加工精度、同じ品質の製作物の大量生産が容易、などが挙げられる。本稿では、NC旋盤を用いて作製したプラスチックゴミ分析FT-IR用サンプルステージの加工工程について紹介する。
	図1　今回使用したNC旋盤（DMG森精機製）
	２．サンプルステージの作製

